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表4－2千寿が原における訪花植物
12
319
312
311？
111
でキク科への訪花が圧倒的に多く，次いでスイカズラ
科・シソ科植物へ，種数でキク科が多く，次いでスイ
カズラ科・シソ科・ユキノシタ科への訪花が多い。
Andrenidaeでは個体数・種類数ともスイカズラ科・キ
ク科への訪花が多い。Anthophoridaeでは個体数で
Halictidaeと同様キク科への訪花が圧倒的に多く，次
いでマメ科・スイカズラ科・シソ科・フウロソウ科が
多く，種数ではキク科・スイカズラ科が多い。Apidae
ではスイカズラ科が他より多少多い。Colletidaeでは
個体数でタデ科・キク科が多い傾向がみられる。
(2)千寿が原では，調査期間中ハナバチの訪花をう
けた植物は22科54種である。そのうちハナバチの訪花
が最も多いのはキク科植物で，全採集ハナバチ個体数
の52％が得られている。ついでマメ科が多く9％，ス
イカズラ科が8％で，この3科で約70％になる。次い
で5％のヤナギ科，3％のタデ科と続く。キク科は種
類数が多く，開花期間が長く開花面積が大きいことが
訪花ハナバチ個体の多い要因のひとつであろう。マメ
科は平地や丘陵地では多くの種や個体を集めているが，
当所では2番目に多い科ではあったが平地や丘陵地に
比べ比較的少なかった。
最も多くの個体が得られた植物はキク科のハルジョ
オンで採集ハナバチ個体数の11％，次いでノコンギク
で10％が得られている。スイカズラ科のタニウツギが
8％，キク科のヒメジョオンが7％，マメ科.ヤマハギ
が6％と続いている。ここでもキク科の優勢がみてと
れる。
ハナバチ各科ごとにみると，Halictidaeでは個体数
種数ともにキク科への訪花が圧倒的に多く，次いで，
個体数ではスイカズラ科・タデ科植物へ，種数ではス
イカズラ科・マメ科への訪花が多い。Anthophoridaeで
はHalictidaeと同様個体数種数ともにキク科への訪花
が圧倒的に多く，次いでマメ科・スイカズラ科への訪
花が多い。Andrenidaeでは，個体数ではヤナギ科・キ
ク科・スイカズラ科への，種数ではキク科・スイカズ
ラ科への訪花が多い。Colletidaeでは個体数種数とも
にキク科への訪花が圧倒的に多く次いでシソ科である。
Megachilidaeは，種類数．個体数ともにマメ科・キク
科へ，Apidaeでは個体数でマメ科・ツリフネソウ科・
キク科への訪花が多かった。
両所とも，キク科，マメ科，スイカズラ科が多くの
種類・個体数を集め，またシソ科，タデ科，ユキノシ
タ科，ウルシ科も比較的多くの種類・個体数を集めた。
キク科，マメ科が多いのは平地・丘陵地と同じである
が，平地・丘陵地では多いアブラナ科，バラ科が今回
の調査地では少なかった。また，マメ科も平地・丘陵
地に比べると比較的少なかった。スイカズラ科，ウル
シ科が多いのは丘陵地と同様であった。
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植物
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キク科
マメ科
スイカズラ科
ヤナギ科
タテ科
シソ科
ウルシ科
ユキ／シダ科
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ケシ寵
セリ形
ハイ／キ科
ウコギ龍
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トチノキ科
ラン科
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富山県低山域（福光町医王山・立山町千寿が原・宇奈月町祖母谷）におけるハナバチ相の生態的調査
祖母谷では，訪花'性の調査は行わなかった．
まとめ
1．1996年～1999年，富山県西部の福光町医王山県
中部の立山町千寿が原．県東部の宇奈月町祖母谷（い
ずれも標高400m～800mの低山地域）において，ハナ
バチ類の生態的調査を行った。医王山からは6科14属
64種（1810個体)，千寿が原からは6科17属88種（904
個体)，祖母谷からは7科15属67種（698個体）のハナ
バチ類（ミツバチは除く）が得られた。何れの調査地
においても種数ではコハナバチ科が，個体数ではコシ
ブトハナバチ科もしくはコハナバチ科が優勢な科であっ
た。採集個体数の70％前後が上記2科によって占めら
れた。
属のレベルでは何れの調査地においても種数・個
体数ともL“jog/o“"加属が1位で，種数ではA"”e"α
属個体数ではCe'α""α属が2位，個体数の3位は
A"的で"α属であった。
何れの調査地においても，Ceγα""αノ叩o"/Caが1位
であり，L“jOg/O”"脚qp阿皿""，L“jog/“sz/脚occj火"3
をあわせた3種が各調査地の上位10種中に含まれた。
2．医王山では，個体数のピークは6月上旬にあり，
盛夏には減少するが秋に増加し9月中旬にもピークが
ある。種数ではピークが5月下旬，7月上旬，9月中
旬にあれわれる。全体の消長には，Anthophoridaa
Halictidaeの消長が最も影響をもっている。千寿が原，
祖母谷においても6月と9月もしくは10月にピークが
見られる。
3．調査期間中ハナバチの訪花をうけた植物は，医王
山では28科73種，千寿が原では22科54種である。両所
とも，キク科、マメ科，スイカズラ科が多くの種類・
個体数を集め，またシソ科，タデ科，ユキノシタ科，
ウルシ科も比較的多くの種類・個体数を集めた。
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